
【評価の流れ】

評価
ひょうか 前年度

ぜんねんど

評
ひょ

価
うか 評価

ひょうか

理由及
およ

び根拠
こんきょ

評価
ひょうか

を踏
ふ

まえた今後
こんご

の取
と

り組
く

み

1 子どもの参画
さんかく

自分
じぶん

たちに影響
えいきょう

を及
およ

ぼす問
もん

題
だい

へ

の、子どもたちの積極的
せっきょくてき

参画
さんかく

を推進
すいしん

すること。意思
いし

決
けっ

定
てい

プロセスで子どもたちの意見
いけん

に耳

を傾
かたむ

け、それを考慮
こうりょ

に入れるこ

と。

5 4

子どもの意見
いけん

の尊重
そんちょう

に関
かん

して、前年度
ぜんねんど

と比
くら

べて、各事業
かくじぎょう

で意識
いしき

して取
と

り組
く

んでおり、

着実
ちゃくじつ

に子どもの意見
いけん

を尊重
そんちょう

する意識
いしき

の醸成
じょうせい

は進
すす

んでいる。前年度
ぜんねんど

の評価
ひょうか

で課題
かだい

となっ

ていた、子どもにかかわる分野
ぶんや

の職員
しょくいん

研修
けんしゅう

においても、子どもと直接
ちょくせつ

かかわる部
ぶ

局
きょく

をは

じめ、試行
しこう

錯誤
さくご

しながら取
と

り組
く

んでいる。一方
いっぽう

で、行政
ぎょうせい

上
じょう

の手続
てつづ

きにおいては、子どもが

意見
いけん

を述
の

べるために必要
ひつよう

な体制
たいせい

の構築
こうちく

が必要
ひつよう

と考
かんが

えられる。

子どもの意見
いけん

の尊重
そんちょう

について、子どもに関
かか

わる分野
ぶんや

の職員
しょくいん

研修
けんしゅう

にどのように取
と

り入
い

れ

ていくかは引
ひ

き続
つづ

き検討
けんとう

が必要
ひつよう

である。

また、行政
ぎょうせい

上
じょう

の手続
てつづ

きについても、法令
ほうれい

との関連
かんれん

から子どもの意見
いけん

聴取
ちょうしゅ

の可能
かのう

な範
はん

囲
い

は事業
じぎょう

によって異
こと

なると考
かんが

えられるため、子どもの参画
さんかく

や意見
いけん

聴取
ちょうしゅ

を意識
いしき

して検
けん

討
とう

し

ていく。

2
子どもにやさしい

法的
ほうてき

枠
わく

組
ぐ

み

すべての子どもの人権
じんけん

を一貫
いっかん

し

て促進
そくしん

・保護
ほご

する条例
じょうれい

、規則
きそく

の

枠組
わくぐ

みおよび手続
てつづき

を確
かく

保
ほ

するこ

と。

4 3

子どもたちに影響
えいきょう

を及
およ

ぼす計画
けいかく

においては、子どもの権利
けんり

条約
じょうやく

が明記
めいき

され、各
かく

種
しゅ

計
けい

画
かく

見
み

直
なお

し時
じ

には子どもをはじめとした第三者
だいさんしゃ

が参加
さんか

している。また、子どもたちと間
かん

接
せつ

的
てき

な

関
かか

わりとなる部局
ぶきょく

においても、今後
こんご

の計画
けいかく

策定時
さくていじ

に「子どもにやさしいまちづくり」を新
あら

た

な視点
してん

として成果
せいか

目標
もくひょう

を設定
せってい

する意向
いこう

が示
しめ

されている。一方
いっぽう

、各課
かくか

が作成
さくせい

するすべて

の計画
けいかく

においては「子どもの権利
けんり

条約
じょうやく

」4つの一般
いっぱん

原則
げんそく

の反映
はんえい

や子どもたちの権
けん

利
り

侵
しん

害
がい

に対
たい

する救済
きゅうさい

を確保
かくほ

するための仕組
しく

みづくりは進
すす

んでいない。

各種
かくしゅ

計画
けいかく

や条例
じょうれい

、規則
きそく

などの制定
せいてい

や見直
みなお

しの際
さい

には、子どもの権利
けんり

条約
じょうやく

の４つの一
いっ

般
ぱん

原
げん

則
そく

の理念
りねん

が反映
はんえい

されるよう促
うなが

していく。また、こども大綱
たいこう

やこども基本法
きほんほう

など、子ど

もの人権
じんけん

に関
かん

する国
くに

の指針
ししん

に沿
そ

った内容
ないよう

の検討
けんとう

を意識
いしき

していく。

また、権利
けんり

侵害
しんがい

に対
たい

する救済
きゅうさい

の確保
かくほ

や権利
けんり

擁護
ようご

・苦情
くじょう

申立
もうした

て手続
てつづき

などについては、

他
た

自治体
じちたい

などを参考
さんこう

にしながら引
ひ

き続
つづ

き検討
けんとう

を進
すす

めていく。

3
子どもの人権

じんけん

を保
ほ

障
しょう

する施策
しさく

子どもにやさしいまちづくりのため

の詳細
しょうさい

かつ包括
ほうかつ

的な戦略
せんりゃく

ないし

項目
こうもく

を、条約
じょうやく

にもとづいて策定
さくてい

すること。

4 4

市
し

総合
そうごう

計画
けいかく

後期
こうき

基本
きほん

計画
けいかく

に「子どもにやさしいまちづくり」の視点
してん

を組
く

み込
こ

み、幅
はば

広
ひろ

い

協
きょう

議
ぎ

がなされていることに加
くわ

え、実態
じったい

把握
はあく

調査
ちょうさ

にインクルーシブに関
かん

する設
せつ

問
もん

が追
つい

加
か

さ

れるなど、詳細
しょうさい

かつ包括的
ほうかつてき

に推進
すいしん

していく基盤
きばん

は整
ととの

っている。また、本市
ほんし

において「子ど

もにやさしいまちづくり」を全庁的
ぜんちょうてき

に推進
すいしん

すべく、CFCI実践
じっせん

行動
こうどう

計画
けいかく

を策
さく

定
てい

している。戦
せん

略
りゃく

の周知
しゅうち

を図
はか

るべく、総合計画
そうごうけいかく

ダイジェスト版
ばん

の全戸
ぜんこ

配布
はいふ

や市
し

ホームページへの掲
けい

載
さい

による発信
はっしん

を行
おこな

っているが、子どもたちがどの程度
ていど

知
し

らされているかは明
あき

らかではない。

各
かく

戦略
せんりゃく

策定
さくてい

時
じ

には、子どもの権利
けんり

条約
じょうやく

の視点
してん

に立
た

ち、子ども自身
じしん

に影響
えいきょう

を与
あた

えること

に対
たい

して、子どもの意見
いけん

を十分
じゅうぶん

に取
と

り入
い

れる機会
きかい

を設
もう

けていく。

4

子どもの人権
じんけん

部
ぶも

門
ん

または調整
ちょうせい

機
き

構
こう

子どもの視点
してん

が優先
ゆうせん

的に考
こう

慮
りょ

さ

れるようにするための恒久的
こうきゅうてき

体制
たいせい

を地方
ちほう

自治体
じちたい

のなかで発
はっ

展
てん

させていくこと。

5 5

富谷市
とみやし

子どもにやさしいまちづくり事業
じぎょう

推進
すいしん

庁内
ちょうない

連携
れんけい

会議
かいぎ

設置
せっち

要綱
ようこう

に基
もと

づき推
すい

進
しん

庁
ちょう

内
ない

連
れん

携
けい

会議
かいぎ

、および推進
すいしん

に関
かん

する会議
かいぎ

を実施
じっし

している。事務局
じむきょく

は、前年度
ぜんねんど

から引
ひ

き続
つづ

き

子育
こそだ

て支援課
しえんか

・子育
こそだ

て支援
しえん

センターに設置
せっち

されており、子どもにやさしいまちの推
すい

進
しん

や

子どもに影響
えいきょう

を及
およ

ぼす政策
せいさく

の調整
ちょうせい

に関
かん

する取組
とりく

みとして、富谷市
とみやし

子どもにやさしいまち

づくり事業
じぎょう

実践
じっせん

行動
こうどう

計画
けいかく

の進捗
しんちょく

評価
ひょうか

を行
おこな

った。

今後
こんご

も事務局
じむきょく

が全庁的
ぜんちょうてき

な推進
すいしん

について働
はたら

きかけを行
おこな

い、推進
すいしん

庁内
ちょうない

連携
れんけい

会
かい

議
ぎ

、推
すい

進
しん

に

関
かん

する会議
かいぎ

の開催
かいさい

を継続
けいぞく

していく。また、実践
じっせん

行動
こうどう

計画
けいかく

の実績
じっせき

評価
ひょうか

を行
おこな

うと共
とも

に、次
じ

期
き

計
けい

画
かく

の策定
さくてい

に向
む

けて本市
ほんし

の推進
すいしん

状況
じょうきょう

や次期
じき

の課題
かだい

について検討
けんとう

を進
すす

める。

5
子どもへの影響

えいきょう

評価
ひょうか

条例
じょうれい

・規則
きそく

・政策
せいさく

・実務
じつむ

が子ども

たちに与
あた

える影響
えいきょう

を、事
じ

前
ぜん

に、実
じっ

施
し

中
ちゅう

におよび実施
じっし

後
ご

に評価
ひょうか

する

ための制度
せいど

的
てき

プロセスを確保
かくほ

す

ること。

4 4

総合
そうごう

計画
けいかく

審議会
しんぎかい

への中学生
ちゅうがくせい

の参加
さんか

が継続
けいぞく

されており、事業
じぎょう

評価
ひょうか

のプロセスに子どもの

参
さん

加
か

がある。また、次期
じき

健康
けんこう

推進
すいしん

計画
けいかく

に関
かん

する小中学生
しょうちゅうがくせい

対象
たいしょう

のアンケート実
じっ

施
し

、子ど

も子育
こそだ

て支援
しえん

事業
じぎょう

計画
けいかく

の次期
じき

策定
さくてい

のためのニーズ調査
ちょうさ

を実施
じっし

し、すべての子どもへの

影響
えいきょう

評価
ひょうか

について検討
けんとう

されている。特定
とくてい

集団
しゅうだん

の子どもたちへの影響
えいきょう

を特
とく

に勘
かん

案
あん

した取
とり

組
く

みとして、こども未来
みらい

応援
おうえん

プラン（子どもの貧困
ひんこん

計画
けいかく

）の策定
さくてい

にあたり実
じっ

態
たい

調
ちょう

査
さ

・分
ぶん

析
せき

を行
おこな

い、特定
とくてい

集団
しゅうだん

を含
ふく

む全
すべ

ての子どもたちに及
およ

ぼす影響
えいきょう

を考慮
こうりょ

している。

子ども子育
こそだ

て支援
しえん

事業
じぎょう

計画
けいかく

、健康
けんこう

推進
すいしん

計画
けいかく

においては次期
じき

計画
けいかく

策定
さくてい

のためのニーズ

調
ちょう

査
さ

やパブリックコメントが予定
よてい

されている。これらの機会
きかい

では十分
じゅうぶん

に子どもへの影
えい

響
きょう

に

ついて評価
ひょうか

できるよう検討
けんとう

していく。また、子どもに関
かか

わる新
あたら

しい計画
けいかく

であるこども未
み

来
らい

応
おう

援
えん

プランについてはPDCAサイクルで運用
うんよう

評価
ひょうか

していくと共
とも

に、現在
げんざい

実
じっ

施
し

に至
いた

ってい

る取組
とりく

みについては今後
こんご

も継続
けいぞく

して子どもへの影響
えいきょう

評価
ひょうか

を行
おこな

っていく。

6
子どもに関

かん

する予
よ

算
さん

子どものための十分
じゅうぶん

な資源
しげん

配
はい

分
ぶん

と予算
よさん

分析
ぶんせき

を確保
かくほ

すること。

5 5

令和
れいわ

5年度
ねんど

に引
ひ

き続
つづ

き、令和
れいわ

6年度
ねんど

当初
とうしょ

予算
よさん

においても「子どもにやさしいまちづくり実
じっ

践
せん

予算
よさん

」として編成
へんせい

しており、子ども関連
かんれん

施策
せさく

の予算
よさん

配分
はいぶん

が明確
めいかく

に示
しめ

された。また、予
よ

算
さん

の執行
しっこう

については行政
ぎょうせい

実績
じっせき

報告書
ほうこくしょ

や各種
かくしゅ

会計
かいけい

決算書
けっさんしょ

により予算
よさん

配分
はいぶん

の公
こう

正
せい

性
せい

につ

いて議会
ぎかい

で承認
しょうにん

を得
え

ている。

子ども向
む

けの予算
よさん

の説明
せつめい

・周知
しゅうち

については、昨年度
さくねんど

検討段階
けんとうだんかい

であった広報
こうほう

紙
し

やわくわく

子どもミーティングの資料
しりょう

への掲載
けいさい

が実現
じつげん

し、さらに取組
とりく

みの推進
すいしん

が図
はか

られた。

取組
とりく

みが推進
すいしん

された内容
ないよう

については、今後
こんご

も継続
けいぞく

して実施
じっし

していく。予算
よさん

の使
し

途
と

や、

子どもに関
かん

する予算
よさん

などについて、広
ひろ

く子どもたちにも積極的
せっきょくてき

に説明
せつめい

する方法
ほうほう

や機
き

会
かい

を

検
けん

討
とう

していく。

7
子ども報告書

ほうこくしょ

の

定期的発行
ていきてきはっこう

子どもたちおよび子どもの権
けん

利
り

の

状況
じょうきょう

 に 関
かん

する十分
じゅうぶん

なモニタリン

グとデータ収集
しゅうしゅう

 を 確保
かくほ

するこ

と。

4 2

子ども報告書
ほうこくしょ

という名称
めいしょう

の報告書
ほうこくしょ

は定期
ていき

発行
はっこう

されていないものの、行政
ぎょうせい

実績
じっせき

報
ほう

告
こく

書
しょ

や

福祉
ふくし

・教育
きょういく

部局
ぶきょく

の子どもに関
かか

わる計画
けいかく

などでデータの収集
しゅうしゅう

や公表
こうひょう

はされている。特
とく

に

令
れい

和
わ

５年度
ねんど

に策定
さくてい

されたこども未来
みらい

応援
おうえん

プランにおいては、子どもたち全体
ぜんたい

および特
とく

別
べつ

なニーズのある子どもたちに関
かん

するデータをまとめている。

子どもについてのデータ収集
しゅうしゅう

や政策
せいさく

立案
りつあん

への活用
かつよう

について継続
けいぞく

していくと共
とも

に、本
ほん

市
し

の子ども報告書
ほうこくしょ

をどのような形
かたち

で作成
さくせい

していくのか検討
けんとう

を続
つづ

ける。また、こども未
み

来
らい

応
おう

援
えん

プランについては、令和
れいわ

６年度
ねんど

に子どもたち自身
じしん

、また子どものために働
はたら

く人
ひと

々
びと

に対
たい

して

配布
はいふ

する予定
よてい

となっている。

8
子どもの人権

じんけん

の広
こう

報
ほう

おとなおよび子どもの間
あいだ

で子ども

の人権
じんけん

に関
かん

する認識
にんしき

が定
てい

着
ちゃく

する

ようにすること。

5 5

子どもの人権
じんけん

に関
かん

して、既存
きぞん

の計画
けいかく

に盛
も

り込
こ

まれてきている。また、子どもにやさしいま

ちづくり実践
じっせん

行動
こうどう

計画
けいかく

に基
もと

づき、行政
ぎょうせい

区長
くちょう

や民生
みんせい

児童
じどう

委員
いいん

などの地域
ちいき

住民
じゅうみん

、妊
にん

婦
ぷ

や

乳
にゅう

幼
よう

児
じ

の保護者
ほごしゃ

に対
たい

してＣＦＣＩの周知
しゅうち

啓発
けいはつ

を行
おこな

った。子どもに対
たい

しては、人権
じんけん

擁
よう

護
ご

委
い

員
いん

と連携
れんけい

したり、教育
きょういく

カリキュラムに組
く

み込
こ

んで学校
がっこう

教育
きょういく

全体
ぜんたい

を通
とお

して継続
けいぞく

して指
し

導
どう

を

行
おこな

っている。市
し

職員
しょくいん

に対
たい

しては、ＣＦＣＩに関
かん

する職員
しょくいん

研修
けんしゅう

を実施
じっし

し、受講
じゅこう

の機
き

会
かい

を確
かく

保
ほ

した。子どもの権利
けんり

認知度
にんちど

の定期的
ていきてき

評価
ひょうか

については、子ども・子育
こそだ

て支援
しえん

事
じ

業
ぎょう

に関
かん

する

ニーズ調査
ちょうさ

（保護者
ほごしゃ

対象
たいしょう

）において、子どもの権利
けんり

についてのアンケートを実
じっ

施
し

し、検討
けんとう

を始
はじ

めようとしている。

子どもの人権
じんけん

について、子どもやおとなの間
あいだ

で普及
ふきゅう

させるための周知
しゅうち

啓発
けいはつ

を継
けい

続
ぞく

してい

く。また、令和
れいわ

6年度
ねんど

も市
し

職員
しょくいん

向
む

けにCFCIに関
かん

する職員
しょくいん

研修
けんしゅう

を計画
けいかく

し、受講
じゅこう

機
き

会
かい

の確
かく

保
ほ

と積極的
せっきょくてき

な参加
さんか

を進
すす

めていく。子どもの権利
けんり

認知度
にんちど

の定期的
ていきてき

評価
ひょうか

については、おと

なだけでなく子どもに対
たい

しても定期的
ていきてき

に評価
ひょうか

する仕組
しく

みについて検討
けんとう

していく。

9

子どものための独
どく

立
りつ

したアドボカ

シー

子どもの人権
じんけん

を促進
そくしん

するため、

NPO等
など

の支援
しえん

、独立
どくりつ

の人
じん

権
けん

機関
きかん

-子どもオンブズマンや子どもコ

ミッショナー-の設置
せっち

を進
すす

めるこ

と。

4 4

多方面
たほうめん

にわたり、NPO、企業
きぎょう

などとのパートナーシップを発展
はってん

、連携
れんけい

をとっており、連
れん

携
けい

先
さき

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

とは意見
いけん

交換
こうかん

を行
おこな

い、対等
たいとう

であることを前提
ぜんてい

としたパートナーシップを結
むす

んでい

る。子ども・若者
わかもの

主導
しゅどう

のNPOなどに対しての奨励
しょうれい

支援
しえん

については、子ども・若者
わかもの

を含
ふく

む取
とり

組
く

みが行
おこな

われている。子どものための人権
じんけん

機関
きかん

については子どもに関
かん

する課
か

での取
と

り組
く

みにとどまっている。

今後
こんご

も全庁的
ぜんちょうてき

に企業
きぎょう

やNPOなどとのパートナーシップを発展
はってん

させていく。また、すでに行
おこな

われている取
と

り組
く

みの中
なか

で子ども・若者
わかもの

主導
しゅどう

の団体
だんたい

活動
かつどう

が行
おこな

われている場
ば

合
あい

には、そ

れらに対
たい

する奨励
しょうれい

支援
しえん

方法
ほうほう

を検討
けんとう

していく。

10

子どもにやさしい

まちづくり宣言
せんげん

を

基本
きほん

とする取
と

り組
く

み（富谷市
とみやし

オリジ

ナル要素
ようそ

）

「富谷市
とみやし

子どもにやさしいまちづく

り宣言
せんげん

」の５つの柱
はしら

を基本
きほん

とした

取
と

り組
く

みを実施
じっし

すること。

5 5

富谷市
とみやし

オリジナル項目
こうもく

として、全庁的
ぜんちょうてき

に積極的
せっきょくてき

に実施
じっし

されている。子どもが健
すこ

やかに成
せい

長
ちょう

できるための取組
とりく

みとして、健康
けんこう

に関
かか

わる各種
かくしゅ

の助成
じょせい

、学校
がっこう

給食費
きゅうしょくひ

の完
かん

全
ぜん

無
む

償
しょう

化
か

や、子どもの通学
つうがく

や住環境
じゅうかんきょう

美化
びか

の維持
いじ

に資
し

する事業
じぎょう

の実施
じっし

など社会
しゃかい

全体
ぜんたい

で子どもを

育
そだ

てる風土
ふうど

の醸成
じょうせい

を行
おこな

っている。また、子どもの意見
いけん

を聴
き

きまちづくりに活
い

かす取
とり

組
く

みと

して、小
しょう

・中
ちゅう

・高校生
こうこうせい

それぞれを対象
たいしょう

とした事業
じぎょう

が実施
じっし

されており、全庁的
ぜんちょうてき

な取
とり

組
く

みの

広
ひろ

がりが見
み

られている。

引
ひ

き続
つづ

き富谷市
とみやし

子どもにやさしいまちづくり宣言
せんげん

の５本
ほん

の柱
はしら

を念頭
ねんとう

に置
お

き、継続
けいぞく

して全
ぜん

庁
ちょう

的
てき

な取組
とりく

みを行
おこな

っていく。次年度
じねんど

以降
いこう

に実施
じっし

が予定
よてい

されている事業
じぎょう

については、そ

れぞれの事業
じぎょう

実施
じっし

に向
む

けて準備
じゅんび

を進
すす

めていく。

総合
そうごう

評価
ひょうか

構成
こうせい

要素
ようそ

１～10の評価
ひょうか

の平均
へいきん 4.5 4.1 ※太字

ふとじ

は、昨年度
さくねんど

より評価
ひょうか

が向上
こうじょう

した項目
こうもく

ユニセフ日本型
が た

子どもにやさしいまち構成要素
こ う せ い よ う そ

による評価
ひ ょ う か

【富谷
と み や

市
し

】（令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

）

構成
こうせい

要素
ようそ

担当部署における自己評価

•市役所全庁においてユニセフ「日本型子ども

にやさしいまちモデル構成要素チェックリス

ト（※）」【富谷市版】を用いてルーブリッ

ク評価を実施しました。

•評価内容について、子どもにやさしいまちづ

くりの視点でヒヤリングを実施しました

構成要素毎の評価

•10の構成要素ごとの各項目において、各課で

の評価、取組みの過程、進捗度をふまえ、

「市全体の取組み」としての視点で事務局が

ルーブリック評価を行いました。

•判定基準を定めて

構成要素ごとに点数化

しました。

総合評価

•ルーブリック評価と判定基準により点数化

した10の構成要素の評価の内容と数値の平

均を富谷市の令和５年度の評価としました。

※チェックリストの内容は同じページ内の

「日本型子どもにやさしいまちモデル構成要素

チェックリスト」【富谷市版】をご覧ください

◎、○の割合が

80％以上➡5

60～79％➡4

40～59％➡3

20～39％➡2

20％未満➡1


